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歳入

介護保険収入
212,438千円

（38.8%）

介護保険事業
254,362千円

（46.5%）

経常経費
補助金収入
111,334千円

（20.4%） 

在宅福祉
サービス事業
119,344千円
（21.8%） 

受託金収入
96,874千円

（17.7%）

法人運営
119,515千円

（21.9%）

会費収入
　11,196千円（2.0%）

共同募金配分金収入
　5,740千円（1.1%）
その他 12,807千円（2.3%）　

ボランティアセンター活動事業
　2,297千円（0.4%）
その他 8,249千円（1.5%）

事業収入
　22,442千円（4.1%）

寄付金収入
　14,190千円（2.6%）

前期末支払資金残高
　26,506千円（4.9%）

地域福祉推進事業
　29,991千円（5.5%）

共同募金配分金事業
　5,690千円（1.0%）

福祉サービス利用援護事業
　7,512千円（1.4%）

経理区分間繰入金収入
　33,433千円（6.1%）

歳出

公益事業　131,097千円
シルバー人材センター� 103,849千円
総合福祉センター� 27,248千円

収益事業　1,433千円
高齢者統合在宅支援事業� 1,433千円

〔歳入　※会費収入内訳〕
○社会福祉協議会
　賛助会費収入� 10,873千円
○福祉移送サービス
　会員会費収入� 323千円

〔歳入　※その他内訳〕
○自立支援費等収入� 4,508千円
○会計単位間繰入金収入� 828千円
○借入金利息補助金収入� 24千円
○負担金等収入� 7,447千円

〔歳出　※その他内訳〕
○資金貸付事業� 3,040千円
○保健センター事業� 2,164千円
○企画広報事業� 2,903千円
○地域福祉活動基金� 142千円

特別会計　公益事業：131,097千円　収益事業：1,433千円

平
成
26
年
３
月
24
日
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

開
催
し
、
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
及
び
一
般
会
計

予
算
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
よ
り
地
域
福
祉
活
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
の
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
基
づ
き
事
業
計

画
の
基
本
目
標
及
び
重
点
目
標
を
次
の
と
お
り
掲
げ

各
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基本目標 重点目標

❶地域で活躍できる
人づくり

⑴�地域福祉を推進する人材の育成
⑵�ボランティア活動の活性化
⑶�福祉関係団体の支援
⑷�生涯地域で活躍できる社会参加の支援

❷手と手をつなぐ
　地域づくり

⑴�「ささえあい・たすけあい」で繋がる地域福祉の推進
⑵�福祉委員を中心とした小地域福祉ネットワークづく
りの推進

⑶�地区社会福祉協議会の健全育成及び連携強化
⑷�更なる賛助会費制度の普及と会員加入の促進

❸地域を支える環境
づくり

⑴�福祉に関する広報啓発活動の推進
⑵�信頼できる窓口体制の整備

❹安心して暮らせる
体制づくり

⑴�利用者本位の福祉サービスや制度の充実強化
⑵�介護職員の資質を高め専門性を発揮したより充実し
た介護サービスの提供

平成26年度 事業計画・予算が決まりました
『みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし』

～ささえあい・たすけあいのまちづくり～

一般会計　546,960千円予算概要
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平成26年度 賛助会費及び寄付金を財源とした事業について

賛助会費1,108千円　寄付金1,735千円

賛助会費2,612千円　寄付金917千円

賛助会費825千円

賛助会費191千円

賛助会費4,884千円　寄付金7,386千円

賛助会費1,103千円　寄付金1,249千円

寄付金　2,903千円

賛助会費150千円

ふれあいのまちづくり事業

敬 老 事 業

災 害 福 祉 事 業

ふれあい相談事業

地域福祉活動事業

ボランティアセンター活動事業

企 画 広 報 事 業

障害児・母子・児童福祉事業

ふれあい福祉講座、福祉委員連絡会、福祉委員
活動支援、小地域福祉ネットワーク活動支援他

敬老事業、米寿肖像写真等贈呈他

災害見舞金支給事業、被災家屋等復旧費助成事業

身体障害者相談、高齢者サービス・心配ごと相談、
福祉総合相談

ふれあいサロン事業、ちょこっとお助けサービス
事業、地区社協・福祉団体等活動支援

学童生徒のボランティア活動普及事業、ボラン
ティア活動保険料助成事業、夏のボランティア
体験事業、ボランティア団体等助成事業他

広報紙の発行、ホームページの更新

障害者団体活動支援
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高
梁
・
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
使
用
料
等
の
改
正
に
つ
い
て

高梁総合福祉センター
市
社
協
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
々
、
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
の
教
養
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
高
梁

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
２
施
設
を
運
営
管
理
し
て
い
ま
す
。
こ
の
２
施
設
に
つ
い
て
、
今
回
施
設
の
使
用
料
金
等
に
つ
い
て
統
一
を

図
り
ま
し
た
。

部屋の使用について
❶各部屋の使用時間については、準備から片づけの時間を含めた時間で
の利用となります。

❷商業宣伝等営利のため、またはこれに準じる目的で使用する場合は、
使用料（冷暖房使用料を除く）の２倍となります。

❸市内に住所を有しない方が使用する場合は、使用料（冷暖房使用料を除
く）の１．５倍となります。

❹使用時間が超過または繰り上げて使用する時間が１時間以上の場合は、
時間に応じて延長料金が加算となります。

この使用料は平成26年７月１日からの改正となります。
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

主な見直しについて
❶室使用料及び冷暖房料
　市内の他の公共施設と均衡がとれるよう料金の見直しを行いました。
また、料金表を次頁に掲げております。

❷使用時間
　高梁総合福祉センターの午後の使用時間を次のとおりとしました。
　　１３時から１６時３０分まで　→　１３時から１７時まで

住　
　
　

所
：
高
梁
市
向
町
21

−

３

電
話
番
号
：
２
２

−

７
２
４
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
２
２

−

０
８
４
５　

成羽総合福祉センター
住　
　
　

所
：
高
梁
市
成
羽
町
６
０
６

電
話
番
号
：
４
２

−

２
０
０
５　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
：
４
２

−

９
８
１
１　
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※料金の下段の（　　）の金額は、見直し前の料金です

（単位�：�円）高梁総合福祉センター室使用料金表
使用時間

午前 午後 夜間 全日
９時から12時まで 13時から17時まで 18時から22時まで 9時から22時まで

室��名　 部屋の面積 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料

１�

階

ロ ビ ー 194.8�㎡
2,000 1,000 2,580 1,290 3,280 1,640 7,860 3,930

（1,000） （3,000） （1,000） （3,000） （1,400） （3,000） （3,400） （9,000）

談 話 コ ー ナ ー 33.2�㎡
0

（変更なし）

手 芸 室 47.6�㎡
1,150 580 1,490 750 1,890 950 4,530 2,280

（1,940） （760） （1,940） （760） （2,860） （760） （6,580） （2,280）

第 １ 娯 楽 室 69.8�㎡
1,690 850 2,180 1,090 2,780 1,390 6,650 3,330

（2,550） （1,010） （2,550） （1,010） （3,780） （1,010） （8,880） （3,030）

第 ２ 娯 楽 室 69.8�㎡
1,690 850 2,180 1,090 2,780 1,390 6,650 3,330

（2,550） （1,010） （2,550） （1,010） （3,780） （1,010） （8,880） （3,030）

第 １ 和 室 18.0�㎡
440 220 570 290 720 360 1,730 870

（920） （360） （920） （360） （1,230） （360） （3,000） （1,080）

第 １ 会 議 室 50.4�㎡
1,220 610 1,580 790 2,010 1,010 4,810 2,410

（1,940） （760） （1,940） （760） （2,860） （760） （6,580） （2,280）

第 ２ 会 議 室 31.5�㎡
760 380 990 500 1,260 630 3,010 1,510

（1,210） （470） （1,210） （470） （1,780） （470） （4,100） （1,410）

２�

階

ホ ー ル 95.2�㎡
0

（変更なし）

大 講 座 室 198.8�㎡
4,800 2,400 6,210 3,110 7,900 3,950 18,910 9,460

（10,500） （4,200） （10,500） （4,200） （15,800） （4,200） （36,400） （12,600）

小 講 座 室 99.4�㎡
2,400 1,200 3,110 1,560 3,950 1,980 9,460 4,740

（3,680） （1,520） （3,680） （1,520） （5,720） （1,520） （13,160） （4,560）

実 習 室 90.2�㎡
2,180 1,090 2,820 1,410 3,590 1,800 8,590 4,300

（5,100） （1,690） （5,100） （1,690） （7,600） （1,690） （17,500） （5,070）

茶 室 61.6�㎡
1,490 750 1,930 970 2,450 1,230 5,870 2,950

（4,190） （1,690） （4,190） （1,690） （6,330） （1,690） （14,690） （5,070）

作 品 展 示 室 49.0�㎡
1,190 600 1,530 770 1,950 980 4,670 2,350

（1,940） （760） （1,940） （760） （2,860） （760） （6,580） （2,280）

研 修 室 98.0�㎡
2,370 1,190 3,060 1,530 3,900 1,950 9,330 4,670

（7,350） （2,940） （7,350） （2,940） （10,500） （2,940） （24,500） （8,820）

応 接 室 49.0�㎡
1,190 600 1,530 770 1,950 980 4,670 2,350

（5,500） （2,190） （5,500） （2,190） （7,860） （2,190） （18,360） （6,570）

（単位�：�円）成羽総合福祉センター室使用料金表
使用時間

午前 午後 夜間 全日
９時から12時まで 13時から17時まで 18時から22時まで 9時から22時まで

室��名　 部屋の面積 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料 室使用料 冷暖房料

１�

階

玄 関 ロ ビ ー 91.16�㎡
1,000 500 1,290 650 1,640 820 3,930 1,970

（500） （630） （500） （630） （600） （1,050） （1,000） （2,310）

応 接 室 24.75�㎡
600 300 780 390 990 500 2,370 1,190
（0） （0） （0） （0） （0） （0） （0） （0）

会 議 室 65.10�㎡
1,570 790 2,040 1,020 2,590 1,300 6,200 3,110

（1,300） （660） （1,300） （660） （1,600） （1,100） （3,800） （2,420）

相 談 室 58.76�㎡
1,420 710 1,840 920 2,340 1,170 5,600 2,800

（1,100） （660） （1,100） （660） （1,400） （1,100） （3,300） （2,420）

娯 楽 室

21.89�㎡
530 270 690 350 870 440 2,090 1,060

（1,100） （660） （1,100） （660） （1,600） （1,100） （3,300） （2,420）

35.57�㎡
860 430 1,110 560 1,420 710 3,390 1,700

（2,200） （660） （2,200） （660） （2,700） （1,100） （6,500） （2,420）

43.78�㎡
1,060 530 1,370 690 1,740 870 4,170 2,090

（2,200） （660） （2,200） （660） （2,700） （1,100） （6,500） （2,420）

79.34�㎡
1,920 960 2,480 1,240 3,150 1,580 7,550 3,780

（3,300） （1,020） （3,300） （1,020） （3,800） （1,700） （9,800） （3,740）

２�

階

ロビーラウンジ 135.64�㎡
0 0 0 0 0 0 0 0

（800） （900） （800） （900） （1,000） （1,500） （2,300） （3,300）
ホ ー ル
（ステージ含） 430.65�㎡

10,380 5,190 13,440 6,720 17,100 8,550 40,920 20,460
（10,700） （4,800） （10,700） （4,800） （14,000） （8,000） （32,000） （17,600）

会 議 室 71.28�㎡
1,720 860 2,230 1,120 2,830 1,420 6,780 3,400

（3,300） （660） （3,300） （660） （4,400） （1,100） （7,700） （2,420）

研 修 室（ 半 ） 60.13�㎡
1,450 730 1,880 940 2,390 1,200 5,720 2,870

（1,100） （660） （1,100） （660） （1,400） （1,100） （3,300） （2,420）

研 修 室（ 全 ） 120.26�㎡
2,900 1,450 3,760 1,880 4,780 2,390 11,440 5,720

（2,200） （1,020） （2,200） （1,020） （2,700） （1,700） （6,500） （3,740）
教 養 講 座 室
（ 和 室 ） 52.91�㎡

1,280 640 1,660 830 2,110 1,060 5,050 2,530
（1,700） （660） （1,700） （660） （2,200） （1,100） （3,700） （2,420）
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高梁市共同募金委員会では、地域福祉の充実を図るため、住民相互の「たすけあい」地
域福祉活動に積極的に取り組む団体や地域の安全・安心な暮らしを支える住民活動を支援しています。

赤い羽根まちづくり福祉活動事業報告

ご近所
ネットワーク活動

福祉マップ
づくり

サロン活動
の充実

声かけ・見守り
活動

少子高齢化が進む地域において、ふれあいと健康増
進を目的に少しでも交流や外出の機会を持ってもらうた
め、「地域の仲間と一緒に楽しく過ごす場所」として気軽
に参加できるよう四季折々の行事を企画実施しました。

地域の一人ひとりに、サロンという言葉が日常会
話として出て来るようになりました。今後も引き続
き一層の団結力と見守りが行き届く、地域に根付い
たサロン活動を心掛けていきたいと思います。

一人暮らしや高齢者世帯が増え、閉じこもりがち
になるのを防ぐために、定期的に集まってグラウン
ドゴルフや茶話会をすることによりふれあい活動が
できました。

　日常的に見守り・声かけ訪問を徹底し、訪問時には
四季折々の手作り作品を持参しました。一人暮らしの高
齢者の方から「気にかけてもらって嬉しい」との声も聞こ
え、不安解消等の手助けになっていると実感できました。

地域内の高齢者等が集まるふれあいの場を提供す
ることで、世代間の交流ができ、孤立予防や生きが
いづくりに繋がった。これからも地域の方と一緒に
笑顔の絶えないサロン活動を行いたい。

「サロンです」の声掛けが地域の方々に通じる活動
となり、会員一同うれしく思っています。今後も、
気配り、目配り、助け合いの気持ちを持って活動を
続けていきたいと思います。

宇治町　塩田ふれあい会

川上町　いきいきサロン上大竹

中井町　大草地区ふれあいクラブ

有漢町　あすなろ会

備中町　憩いのサロン川上町　なかよし会
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地域福祉活動報告

チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
ッ
キ
ー
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
販
売

地
震
体
験
車
に
よ
る
地
震
体
験

落
合
地
区
社
協
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
東
北

地
方
等
か
ら
高
梁
市
に
来
ら
れ
た
方
々
が「
少
し
で

も
安
心
し
て
故
郷
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
」と
落
合
地
域
住
民
と
の
交
流
事
業
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
す

る
に
あ
た
り
、
少
し
で
も
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め

に
何
か
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、
イ
ズ
ミ
ゆ
め

タ
ウ
ン
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
３
．
11
絆
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
落
合
町
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
ひ
ま
わ
り
の
会
」手
作
り
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ク
ッ
キ
ー
や
岩
手
県
の
奨
学
金
に
活
用
さ
れ
る
チ
ャ

リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ド
ル
の
販
売
、
地
震
体
験
車
を
使
用

し
た
南
海
ト
ラ
フ
規
模
の
地
震
体
験
も
行
わ
れ
ま
し

た
。反
響
は
と
て
も
大
き
く
、特
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
ッ

キ
ー
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
数
が
完
売
し
ま
し

た
。チ

ャ
リ
テ
ィ
商
品
を
購
入
さ
れ
た
方
は
、「
３
年

と
い
う
月
日
が
経
過
し
て
い
る
が
、
復
興
が
な
か
な

か
進
ん
で
い
な
い
と
い
う
現
状
を
メ
デ
ィ
ア
等
で
よ

く
見
る
。
小
さ
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
復
興
支

援
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」、「
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
大
切
だ
と
思

う
し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
に
も
繋
が
る
と
思

う
」な
ど
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
収
益
金
の
全
額
を
次
の

支
援
団
体
等
に
寄
付
し
ま
し
た
。

落
合
地
区
社
会
福
祉
協
議
会  

３
．11
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トたくさんのご協力ありがとうございました

寄　付　団　体 寄　付　の　使　途
くらやみキャンドルプロジェクト
（遠野まごころネット） 岩手県の大学生等への奨学金

よりはぐプロジェクト 岡山県内に避難・移住された方々に
対する移住支援グループの諸活動子ども未来・愛ネットワーク

高梁市共同募金委員会 復興支援に関する義援金

絆
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米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
皆
様
の
長
寿
を
お
祝

い
し
記
念
品
を
贈
呈
し
て
お
り
ま
す
。

▽
贈
呈
の
対
象
者

高
梁
市
内
に
在
住
し
、
昭
和
元
年
４
月
１

日
か
ら
昭
和
２
年
３
月
31
日
の
間
に
お
生
ま

れ
の
方
で
、
高
梁
市
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
贈
呈
品

米
寿
記
念
の
肖
像
写
真

※
市
社
協
か
ら
対
象
者
へ
希
望
調
査
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
撮
影
、
贈
呈
等
は
無
料
で
、
撮
影

日
時
な
ど
は
、
川
口
写
真
館（
下
町
109
）か

ら
直
接
申
込
者
の
方
へ
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

な
お
、贈
呈
は
９
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

台
紙
・
フ
レ
ー
ム
・
額
縁
の
中
か
ら
一
つ

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
を

次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」
は
、

少
子
高
齢
化
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
、
高

齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
高

齢
者
や
障
害
者
の
方
が
地
域
で
安
心

し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地

域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め

『
さ
さ
え
あ
い
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

平
成
26
年
7
月
18
日（
金
）

13
時
か
ら
16
時
30
分
ま
で

○
場
所

高
梁
総
合
文
化
会
館

○
対
象

福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
関
係
者
等

○
内
容

・
実
践
発
表

　

福
祉
委
員
・
サ
ロ
ン
団
体

・
寸
劇
、
展
示

・
記
念
講
演

　
　

講
師

　
　
　

道
志
真
弓

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
７
月
か

ら
８
月
の
期
間
で
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時

　

事
前
研
修
会

　
　

平
成
26
年
7
月
12
日（
土
）��

9
時
よ
り

　

事
後
研
修
会

　
　

平
成
26
年
８
月
30
日（
土
）��

9
時
よ
り

▽
場
所

　

高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者

市
内
へ
在
住
又
は
市
内
に
通
学
し
て
い
る

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

▽
内
容

市
内
の
施
設
及
び
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
験
活
動

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ
て
こ
ら
れ

た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技
術
を
発
揮
す
る

場
の
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
高
梁
地
区
の
職
群
班
の
単

純
作
業
班（
屋
外
軽
作
業
）を
増
や
し
、
連

絡
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▽
会
員
の
条
件

❶
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く

意
欲
が
あ
る
方

❷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛

同
し
、
入
会
説
明
を
受
け
「
就
業
承
諾

書
・
入
会
申
込
書
」を
提
出
さ
れ
た
方

❸
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ
れ
た

方

※
会
員
証
を
本
年
度
よ
り
交
付
し
て
お
り
ま

す
。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談
担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員
場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター
時　　　間 10：00～ 15：00 10：00～ 15：00

月／日
６月19日（木） ６月５日（木）
７月17日（木） ７月３日（木）

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　　地域福祉課�☎22-7243　　有漢支所�☎57-3218　　成羽支所�☎42-2005
　　川上支所�☎48-9770　　備中支所�☎45-3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

平成26年度

ふれあい
相談と援助

お
知
ら
せ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ

地
域
福
祉
課　

☎
２
２
―
７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
５
７
―
３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
４
２
―
２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
４
８
―
９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
４
５
―
３
１
３
１

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
中

ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
の
開
催

米
寿
祝
い
品
贈
呈
事
業
に
つ
い
て

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業

参
加
者
募
集

2014
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市内外の方々へご協力のお願いをしております賛助会費について、多くの方からご理解ご賛同を賜り
ありがとうございます。
この賛助会費はふれあいサロン事業やちょこっとお助けサービス事業等の地域福祉活動に活用させて
いただいております。
市社協では皆さまと共に、住み慣れた地域で安心して暮らせる「ささえあい・たすけあい」のまちづく
りに積極的に取り組んでまいりますので、本年度も賛助会費のご協力をよろしくお願いいたします。

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
を
平
成
26
年
７
月
と

11
月
の
２
回
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
第
１
回
目
の

申
込
締
切
は
６
月
13
日（
金
）ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

▽
対
象
者

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
条
件
を
満
た
す
方（
高
齢
者
と
は
概
ね
65
歳

以
上
の
方
、
障
害
者
と
は
身
体
障
害
者
、
知
的
障

害
者
、
精
神
障
害
者
及
び
難
病
患
者
の
こ
と
で

す
。）❶

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障
害
者

❷
高
齢
者
・
障
害
者
の
み
の
世
帯
、
又
は
こ
れ

に
準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者
・
障
害
者

▽
対
象
品
目

掛
布
団
、敷
布
団
、肌
布
団
、毛
布（
シ
ン
グ
ル
）

の
１
セ
ッ
ト（
単
品
で
も
可
）

高
梁
市
立
高
梁
小
学
校
児
童
会
様
か
ら
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
用
具（
釣

り
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
）の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
用
具
は
、
同
校

が
年
間
を
通
じ
て
ア
ル

ミ
缶
の
回
収
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
収
益

金
で
、
購
入
し
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

平成25年度 賛助会費へのご協力ありがとうございました

会費の使いみちについては７月15日発行のふれあい福祉第56号で報告いたします。

会員区分 件　数（人） 金　額（円）

普 通 会 員 6,668 7,043,000

法 人 会 員 277 943,000

ふるさと会員 82 269,000

特 別 会 員 13 65,000

合　計 7,040 8,320,000

◆平成25年度 賛助会費 協力の状況◆� （平成26年３月31日現在）

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
に
つ
い
て

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
寄
贈

3/17

毎月農産物の差し入れをしていただいている小泉げんき会との交流会のために、入居者の皆さん
が包装紙や折り紙などをちぎり、準備してきました。まるで大空を生き生きと泳いでいる様な鯉の
ぼりが出来上がりました。

福祉施設の作品展示コーナー グループホームささゆり苑
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平
成
26
年
４
月
１
日
付

【
異
動
】

▼
事
務
局
長
＝
小
見
山
寛
（
事
務
局
長
兼
訪
問
入
浴

事
業
所
た
か
は
し
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
長
兼
訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
兼
訪

問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し
管
理
者
＝
林
八
重
子

（
介
護
保
険
課
主
幹
兼
訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
）

▼
介
護
保
険
課
長
補
佐
兼
訪
問
介
護
事
業
所
課
長
補

佐
兼
訪
問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し
課
長
補
佐
兼
巨

瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
課
長
補
佐
＝
岡
崎
宏

子
（
介
護
保
険
課
主
幹
兼
地
域
福
祉
課
主
幹
兼
訪

問
入
浴
事
業
所
た
か
は
し
主
幹
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

▼
介
護
保
険
課
主
幹
兼
訪
問
介
護
事
業
所
主
幹
＝
林

眞
子（
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
）

▼
地
域
福
祉
課
事
業
係
主
任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主
任
兼
訪
問
介
護
事
業
所
主
任
＝
高
橋

ひ
ず
る（
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任（
看

護
師
））

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
＝
川
上
千
鶴

子
（
い
き
い
き
交
流
館
管
理
者
兼
川
上
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
員
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
生
活
相
談

員
＝
久
保
智
子
（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
任
兼
い
き
い
き
交
流
館
主
任
兼
生
活
相
談
員
）

▼
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
主
任
＝
樽
角
益
子
（
訪
問
入

浴
事
業
所
た
か
は
し
主
任
兼
訪
問
介
護
事
業
所
主

任
兼
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
主
任
兼
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑
看
護
師
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
員
兼
調
理
員

＝
森
川
京
子
（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介

護
員
兼
調
理
員
兼
い
き
い
き
交
流
館
調
理
員
兼
介

護
員
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
調
理
員
兼
介
護
員

＝
佐
藤
晴
美
（
川
上
い
き
い
き
交
流
館
調
理
員
兼

介
護
員
兼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
員
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
員
兼
生
活
相

談
員
＝
齋
藤
巧
次（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

介
護
員
兼
生
活
相
談
員
兼
川
上
い
き
い
き
交
流
館

介
護
員
）

▼
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
員
＝
三
原
梨

沙
（
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
員
兼
い

き
い
き
交
流
館
介
護
員
）

平
成
26
年
３
月
31
日
付

【
退
職
】

▼
津
村
達
子（
介
護
保
険
課
長
兼
介
護
支
援
専
門
員
）

☆作り方☆
①豆腐は水切りをして、１口大に切る。
②調味料Ａを合わせる。
③１口大に切った豆腐に片栗粉を薄くまぶ
し、１８０℃の油できつね色になるまで
揚げる。
④揚げた豆腐に調味料Ａをからめる。
⑤器に盛り、パセリとミニトマトを添える。

☆材料　４人分☆
木綿豆腐��������� １丁
〈調味料Ａ〉
　ゴマ、味噌、砂糖�� 大さじ２
　青じそドレッシング����50cc
片栗粉、パセリ、ミニトマト
　������������ 少々

昔から豆腐は精進料理として食べていた僧侶や多く摂っていた地方に長寿者が多い
ことから、長寿食といわれてきました。豆腐は極めて高い良質タンパク食品で、消化
吸収も良く栄養面で優れた食品といわれています。

人事異動のお知らせ

介護職員のおすすめレシピ 揚げ豆腐の胡麻味噌和え

人事異動がありましたのでお知らせします。（　　）内は旧任

一口
メモ

豆腐は古くて新しい健康食品！
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《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

岡
山
市	

柚
木
　
久
生

	

（
故
・
實
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

小
林
　
啓
高

	

（
故
・
重
信
様
）

金
一
封	

落
合
町	

立
藤
　
　
旭

	

（
故
・
政
二
様
）

金
一
封	

上
有
漢	

児
玉
　
武
仁

	

（
故
・
廣
道
様
）

金
一
封	

有
　
漢	

大
月
　
金
治

	

（
故
・
一
一
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封	

成
　
羽	

小
坂
　
一
元

	

（
故
・
蔦
子
様
）

金
一
封	

坂
　
本	

西
江
　
仁
司

	

（
故
・
襄
介
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

宮
本
　
真
一

	

（
故
・
益
男
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

石
原
　
吟
一

	

（
故
・
和
子
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

継
山
　
貴
史

	

（
故
・
史
郎
様
）

金
一
封	

小
　
泉	

樋
口
　
藤
子

	

（
故
・
和
夫
様
）

金
一
封	

下
　
原	

松
下
　
和
祐

	

（
故
・
榮
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

大
田
　
修
平

	

（
故
・
千
里
様
）

金
一
封	

成
　
羽	

黒
川
　
定
巳

	

（
故
・
賢
治
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

杉
本
　
完
治

	

（
故
・
一
男
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

藤
森
　
　
完

	

（
故
・
か
よ
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

植
木
　
由
人

	

（
故
・
要
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
江
　
保
男

	

（
故
・
シ
ゲ
コ
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

清
水
　
洋
一

	

（
故
・
敏
子
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封	

松
原
町	

中
原
　
克
己

	

（
故
・
須
磨
子
様
）

金
一
封	

松
原
町	

西
井
　
智
子

	

（
故
・
寿
一
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封	

落
合
町	

立
藤
　
　
旭

	

（
故
・
政
二
様
）

金
一
封	

落
合
町	

松
下
　
太
貴

	

（
故
・
弘
幸
様
）

金
一
封	

落
合
町	

大
塚
　
　
実

	

（
故
・
源
次
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	

藤
岡
　
　
孝

	

（
故
・
富
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

上
田
　
洋
士

	

（
故
・
千
代
様
）

金
一
封	

落
合
町	

秋
岡
　
良
彦

	

（
故
・
房
枝
様
）

金
一
封	

倉
敷
市	

井
　
　
勝

	

（
故
・
寛
様
）

金
一
封	

川
面
町	

福
本
　
健
治

	

（
故
・
伯
一
様
）

金
一
封	

新
　
町	

難
波
　
生
治

	

（
故
・
寿
恵
子
様
）

金
一
封	

下
谷
町	

笹
田
　
涼
香

	

（
故
・
敏
男
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

大
江
　
保
男

	

（
故
・
シ
ゲ
コ
様
）

金
一
封	

落
合
町	

秋
岡
　
良
彦

	

（
故
・
房
枝
様
）

金
一
封	

川
面
町	

柴
倉
　
由
典

	

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封	

落
合
町	

古
谷
　
重
次

	

（
故
・
松
尾
和
善
様
）

金
一
封	

内
山
下	

原
田
　
忠
行

	

（
故
・
康
誠
様
）

金
一
封	

川
面
町	

大
森
　
孝
一

	

（
故
・
テ
ル
子
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

三
村
　
魁
一

	

（
故
・
好
子
様
）

金
一
封	
津
川
町	

新
山
　
貴
之

	
（
故
・
ツ
ル
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封	

川
面
町	
福
本
　
健
治

	

（
故
・
伯
一
様
）

金
一
封	

川
面
町	

柴
倉
　
由
典

	

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封	

川
面
町	

大
森
　
孝
一

	

（
故
・
テ
ル
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

原
田
南
町	

小
野
　
和
博

	

（
故
・
時
敬
様
）

金
一
封	

落
合
町	

仲
田
　
協
右

	

（
故
・
卓
弥
様
）

金
一
封	

落
合
町	

川
上
　
一
昭

	

（
故
・
忍
様
）

金
一
封	

松
原
町	

中
原
　
克
己

	

（
故
・
須
磨
子
様
）

金
一
封	

津
川
町	

新
山
　
貴
之

	

（
故
・
ツ
ル
様
）

金
一
封	

頼
久
寺
町	

由
井
　
良
雄

	

（
故
・
秋
代
様
）

金
一
封	
落
合
町	

立
藤
　
　
旭

	
（
故
・
政
二
様
）

金
一
封	

巨
瀬
町	
杉
本
　
完
治

	

（
故
・
一
男
様
）

金
一
封	

川
端
町	

妹
尾
　
　
尚

	

（
故
・
美
智
子
様
）

金
一
封	

落
合
町	

松
下
　
太
貴

	

（
故
・
弘
幸
様
）

金
一
封	

落
合
町	

信
原
　
勝
之

	

（
故
・
郁
男
様
）

金
一
封	

川
面
町	

山
上
　
泰
昭

	

（
故
・
格
一
様
）

金
一
封	

落
合
町	

東
　
　
一
三

	

（
故
・
ミ
ヨ
コ
様
）

金
一
封	

広
島
県	

小
野
　
憲
司

	

（
故
・
貞
女
様
）

金
一
封	

原
田
南
町	

藤
岡
　
　
孝

	

（
故
・
富
男
様
）

金
一
封	

落
合
町	

上
田
　
洋
士

	

（
故
・
千
代
様
）

ありがとうございました。
　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 26 年３月と４月にいただいたご寄付についてお知らせ
します。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

26 年３月〜４月

社会福祉協議会への 寄ご 付
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《
宇
治
地
区
》

金
一
封	

宇
治
町	

廣
金
　
貞
子

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

宇
治
町	

豊
田
　
実
美

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封	

上
有
漢	

室
　
　
敏
雄

	
	（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

有
　
漢	

前
田
　
義
和

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

上
有
漢	

小
林
　
由
明

	
	（

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
》

五
十
万
円	

長
　
地	

畝
尾
　
　
武

	（
旭
日
単
光
章
叙
勲
受
賞
記
念
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

地
　
頭	

三
輪
　
茂
夫

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

仁
　
賀	

丸
山
　
信
男

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
上
大
竹	

川
上
　
信
一

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

平
　
川	
江
草
　
和
子

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

長
　
屋	

芳
賀
　
　
毅

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

東
油
野	

山
科
　
豊
吉

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

鳥
取
県	

脇
本
喜
美
惠

	

（
故
・
昭
等
様
）

金
一
封	

志
藤
用
瀬	

井
上
　
直
樹

	

（
故
・
福
美
様
）

金
一
封	

平
　
川	

中
上
　
博
史

	

（
故
・
満
子
様
）

金
一
封	

布
　
賀	

藤
田
　
　
昭

	

（
故
・
德
子
様
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封	

落
合
町	

立
藤
　
　
旭

	（
立
藤
政
二
御
見
舞
御
礼
と
し
て
）

金
一
封	
巨
瀬
町	

中
山
　
　
仁

	
（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	
宇
治
町	

豊
田
　
実
美

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封	

	
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

	

第
358
回
、
第
359
回
目
）

金
一
封	

津
川
町	

小
林
　
礼
子

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封	

巨
瀬
町	

森
本
甲
子
恵

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封	

落
合
町	

津
村
　
達
子

	（
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
退
職
に
あ
た
り
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封	

津
川
町	

小
林
　
礼
子

	

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封	

巨
瀬
町	

森
本
甲
子
恵

	

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封	

高
　
山	

金
子
　
孝
也

	

（
故
・
鶴
美
様
）

金
一
封	
落
合
町	

大
塚
　
　
実

	

（
故
・
源
次
様
）

金
一
封	

高
　
山	

松
岡
　
秀
典

	
（
故
・
利
子
様
）

金
一
封	

領
　
家	
濱
田
　
進
一

	

（
故
・
清
様
）

金
一
封	

高
　
山	

神
崎
ヤ
エ
子

	

（
故
・
五
己
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

馬
山
美
喜
夫

	

（
故
・
智
惠
子
様
）

金
一
封	

地
　
頭	

難
波
　
金
廣

	

（
故
・
素
美
恵
様
）

金
一
封	

仁
　
賀	

三
村
　
　
潔

	

（
故
・
金
一
様
）

金
一
封	

仁
　
賀	

松
本
　
敏
信

	

（
故
・
要
様
）

金
一
封	

下
大
竹	

石
井
　
道
義

	

（
故
・
公
様
）

金
一
封	

七
　
地	

三
宅
　
森
雄

	

（
故
・
智
恵
様
）

金
一
封	

下
大
竹	

川
上
　
忠
義

	

（
故
・
隆
夫
様
）

金
一
封	

仁
　
賀	

川
元
　
弘
文

	

（
故
・
儀
男
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封	

布
　
賀	

原
田
　
宏
司

	

（
故
・
仁
市
様
）

金
一
封	

長
　
屋	

田
中
　
隆
二

	

（
故
・
古
米
ヒ
サ
ヨ
様
）

この広報誌は、寄附金の一部を活用して発行しています

編
集
後
記

　

五
月
晴
れ
が
続
き
、
暑
い
日

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
朝
は

肌
寒
く
感
じ
る
日
が
あ
り
、
上

着
が
も
う
少
し
の
間
必
要
か
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
度
よ
り
地
域
福

祉
活
動
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、『
み
ん
な
で
つ
く
る　

い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
愛
の
ま
ち　

た
か
は
し
』〜
さ
さ
え
あ
い
・

た
す
け
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
〜
を
基
本
理
念
と
し
て
、
こ
の

基
本
理
念
実
現
の
為
に
基
本
目
標
及
び
重
点
目
標
を
設
定

し
、
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
広
報
紙
で
は
、
本
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
、
高
梁
・
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
料
金
等
の
改

正
に
つ
い
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
、
こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が

増
大
す
る
夏
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」県
民

運
動
へ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
事
務
所
や
会
議
室
に
お

け
る
冷
房
時
の
室
温
28
℃
や
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
等
の
軽
装
に
努

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

（
ｋ
）

この広報誌は再生紙を使用しています。
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